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３． 事後評価結果 

〇評点： 

A+ 期待を超える十分な成果が得られている 

 

〇総合評価コメント： 

 

①コンビナトリアル手法による新規パッシベーション膜（ZrO2、Y2O3、YZO 系）の材料設計、②

界面ダイポールモデルの提案、など新規な成果に加え、③最終目標の界面再結合速度 10cm/s 以下実

現のためには、界面準位密度 2×1011cm-2eV-1以下、実効固定電荷密度 2×1012cm-2以上が必要である

ことを明らかにした点は、新規パッシベーション開発への指針を与えるものと考えられる。特に、

AlOx/SiOx 界面に生じた界面ダイポールが、負の固定電荷の起源であることを見出した点、界面ダイ

ポールモデルの提案は、新規な成果と評価される。また、装置メーカーを通じて、デバイスメーカー

で試作した N 型両面構造太陽電池で、効率 21%が得られており、電界効果パッシベーション膜の有効

性を実証している点も評価できる。 

学術論文 9 件（欧文誌 9 件）、招待講演 3 件（国際会議 2 件、国内会議 1 件）に加え、口頭発表

37 件（国際会議 9 件、国内会議 28 件）、ポスター発表 51 件（国際会議 36 件、国内会議 15 件）の

外部発表と特許国内出願 3 件がなされ、9 件の学術論文投稿予定であり、受賞 2件と評価されている。 

NEDOプロジェクトや装置メーカーとの共同研究を進めている。また、開発したコンビナトリアルス

パッタ装置は、ベンチャー企業で製品化され、5社に販売され、効果をあげている。成果は、NEDOプ

ロジェクト等に引き継がれるべきである。 

 

 


